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問1 1854年に日米和親条約が結ばれた際、開港地に指定された港町の一つでありながら、同年に発生した安政東海地震の大津波に
よって深刻な被害を受けた伊豆半島の地名はどこですか。 （2021年　大分県公立入試　類似）

1.  下田 2.  函館 3.  浦賀 4.  長崎

問2 江戸幕府の滅亡に関連して、徳川慶喜が大政奉還を行った主な意図や背景の説明として最も適切なものはどれですか。 （2024年　

青森県公立入試　類似）

1.  薩摩藩や長州藩らによる武力倒
幕の口実をなくすため、先んじて
政権を返上した

2.  全国の藩を廃止して県を置くこ
とで、中央集権国家を建設しよう
とした

3.  天皇中心の政治に戻すことを宣
言し、摂政や関白などの職を廃止
した

4.  土地と人民を朝廷に返させるこ
とで、藩主を知藩事として任命し
直した

問3 1861年から始まったアメリカの南北戦争の最中、ゲティスバーグでの演説において「人民の、人民による、人民のための政
治」という言葉を述べ、民主主義の原点を示した大統領は誰ですか。 （2018年　茨城県公立入試　類似）

1.  リンカン 2.  ジョージ・ワシントン 3.  フランクリン・ルーズベルト 4.  トマス・ジェファソン

問4 幕末の開港後、貿易が盛んになったことで日本の国内経済や社会に生じた影響について、当時の状況を説明した文章として最
も適切なものはどれですか。 （2026年　山形公立入試　類似）

1.  生糸が大量に輸出されたことで
国内向けの在庫が不足し、物価の
上昇を招いて人々の生活を圧迫し
た。

2.  欧米から輸入された安価な綿織
物に対抗するため、幕府は即座に
全国の農村へ最新の機械を導入し
た。

3.  輸入品の流入によって国内産業
が活性化したため、武士や農民の
不満は解消され、社会は安定に向
かった。

4.  輸出額の急増により国内の貨幣
価値が上昇したため、それまで続
いていた物価高騰が完全に収まっ
た。

問5 1867年に第15代将軍の徳川慶喜が、政権を朝廷に返上する「大政奉還」を行った主な目的として、最も適切な説明はどれです
か。 （2022年　岡山公立入試　類似）

1.  倒幕派による武力行使の口実を
なくし、徳川家が参加する形での
新たな公議政体によって、引き続
き政治の主導権を握ろうとしたた
め。

2.  戊辰戦争において旧幕府軍が新
政府軍に敗北し、降伏の条件とし
て朝廷から政権を譲り渡すよう要
求されたため。

3.  全国の藩主から土地と人民を天
皇に返還させ、天皇を頂点とした
中央集権的な国家体制を直ちに完
成させるため。

4.  鎖国体制を維持することが困難
になったため、幕府を解体して全
ての外交権を朝廷に委ね、外国勢
力の排除を求めたため。

問6 1860年代後半の日本の政治状況において、当時の将軍が「政権を朝廷に返上した」目的を説明した文として、最も適切なもの
はどれですか。 （2022年　秋田県公立入試　類似）

1.  内戦を避けつつ、形式上は朝廷
に政権を戻すことで、徳川家を中
心とした新たな公議政体での実権
維持を狙ったため

2.  全国の土地と人民を朝廷に返還
させることで、封建制度を完全に
廃止し中央集権国家を確立するた
め

3.  フランスの支援を背景に、江戸
幕府を近代的な絶対王政へと組織
改革する時間を稼ぐため

4.  武士の特権をすべて廃止し、四
民平等の社会を実現するための前
提条件として政権を放棄したため

問7 日米修好通商条約の内容には、日本にとって不利な「不平等条約」とされる条項が含まれていました。その内容について説明
したものとして正しいものはどれか、選びなさい。 （2020年　福島県公立入試　類似）

1.  アメリカに領事裁判権を認め、
日本には輸出入の際にかける関税
を自主的に決める権利がなかっ
た。

2.  日本に領事裁判権を認め、アメ
リカには輸出入の際にかける関税
を自主的に決める権利がなかっ
た。

3.  アメリカに最恵国待遇を与え、
日本国内でのキリスト教の布教を
無制限に認めるよう強制された。

4.  日本に租借地を設けることを認
め、アメリカの軍隊が日本の主要
都市に駐留することを許可した。

問8 アメリカ独立戦争において、植民地軍の総司令官として軍を率い、独立後の合衆国憲法に基づいて初代大統領に選出された人
物と、1776年に発表された自由・平等と圧政への抵抗権を掲げた宣言の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2025年　長

野公立入試　類似）

1.  ワシントンと独立宣言 2.  リンカーンと奴隷解放宣言 3.  ジェファーソンと権利の章典 4.  ビスマルクとドイツ帝国憲法


